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2 月からじわじわと私たちの生活を脅かした新型コロナウイルスの脅威。これまでにない状況下での制限が始ま

り、自粛の日々が続いています。毎日のように、感染者・重症者とカウントされ、今もなお日本全体が得体のしれな

い不安に襲われています。すべての国民に、苦難を強いることとなったこの感染症と、どう向き合っていけばよいの

か…。 

障害のある方や高齢の方は抵抗力の弱い方も多く、またこの事態を理解することが難しい方々も多くいらっしゃ

います。福祉施設においては身体介助での接触・密の状態は避けられず、私たちの現場でも手探りの日々となり

ました。気が抜けない毎日は続きますが、少しでも前向きに！ 

 
 

工房時のうどん屋さん「おもむく食堂」も一時休業になりましたが、7月現在、徐々に営業をしております。 

サイドメニューの自慢のからあげをお弁当にしてテイクアウトで販売中！ご来店お待ちしています！ 
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工房 時 （就労移行・就労継続Ｂ型） 
密を避けて…ガイドさんと久しぶりのお出かけ 
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初めて福祉施設で新型コロナウイルスのクラスター発生のニュースが出た日。接触を避けら

れない仕事、誰もが危機感を持っていたからこそ震えが走った一報でした。その使命と責任の

重さに、福祉現場は様々な葛藤を抱える日々となりました。 

何をどこまですれば「万全」と言えるのか、正解も終わりもないというのは苦しいものです。

不安に駆られる人もいれば、ポジティブに切り替えられる人もいます。働く人にもそれぞれの

実情があります。高齢の親と同居している、幼い子どもがいる、長距離通勤している、職員自

身が高齢という場合もあり、不安や思いも複雑になります。「がんばりたいけど怖い」という思

いを抱えた職員たちの思いを受け止め、どう施設として機能させていくか、元々慢性化してい

る人手不足の中、大切な人材をこれ以上失うことになったら、と苦しい思いが渦巻きます。 

しかし、明確な解決策は今もありません。でき得る最善を尽くすしかありません。互いを気

遣いあう気持ち、時に心と身体を休める必要もあります。疲弊感から体調を崩したり、心身と

もにギリギリの職員もいます。安全を優先してせざるを得ないため、施設の活動内容も限られ

ます。「利用者へ十分な活動を提供できない」という消化不良な気持ちに、疲労感も増します。

それでも毎日はやってきます。励ましあい少しでも楽しいことを考え実践しています。そんな

職員みんなの思いが報われ、利用者とマスク越しでなく笑顔を交わすことができる日々が戻る

ようにと祈る気持ちです。 

平日に通う施設や就労先では、なかまと過ごす中で喜怒哀楽たくさんの感情がわきます。休

日に出かけた先では季節や流行りを感じ、小さな刺激を得られます。でも、制限された生活の

中で、こういった機会がぐんと少なくなると覇気もなくなっていきます。特別華やかなことの

ない繰り返していく日常は、淡々と過ぎるように感 

じますが、このささやかな日常こそが人の心の豊さ 

をつくっているのだと痛感しました。それと同時に、 

私たちの仕事は、この日常を丁寧に紡いでいくこと 

で、それはとても尊いことなのだと、あらためて気 

づかされました。だからこそ、こんなときだからこ 

そコツコツと歩いていきましょう。 （入倉 暁子） 

 

 

 

 

工房時は就労の場。時に通う所員は、うどんやお菓子をつくって販売し工賃を得ています。

しかし、コロナの影響で、市内の公共施設などでのお菓子販売の中止、お祭りやイベントもす

べて中止になり販路を絶たれました。そこでの売り上げは大きく、お客さんとの対面販売は所

員のやりがいでもありました。製造も減らさざるを得なくなり、大きな打撃を受けています。 

 また、一般就労している所員にも大きな影響がありました。A さんは企業の社員食堂で働い

ていました。しかし、その会社がリモートワークを進めた結果、社員食堂の仕事が減り、A さ

んの契約更新ができず、仕事を辞めることになったのです。とても残念なことですが、ご本人

の一般就労への意欲も強いので、今後も再就職をサポートしていきたいと思っています。 

そんな中でも前向きに…。おもむく食堂は一時休業していましたが、現在は少しずつ営業し、

テイクアウトのお弁当も店頭販売。近隣の方々、お付き合いのある事業所からも注文が入り、

ウーバーイーツのように配達も始めました。また以前から取引のあった食堂から、うどん麺の

注文も入るようになってきました。今後はネット販売も計画して、所員の皆さんもやる気が出

て、仕事に活気が戻るように、新しい動きを作っていきます。   （管理者 立野信行） 

福祉施設の現場から… 
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アクティビティセンターはばたけ （生活介護） 

サポートネットあすは （移動支援・行動援護・同行援護・居宅支援） 

野ざきの家 （小規模多機能型居宅介護） 

 

 

 

「なんで？いつまで？」…我慢やできないことが増え、はばたけ 

も半日、給食なし、お休みの日が増える…この状況を理解すること 

が難しく、言葉にできないフラストレーションが溜まる中で自粛期 

間を過ごした、はばたけ利用者の皆さん。「みんな居るから大丈夫。 

」と、徐々に状況を受け入れてきたこの 3 か月。 

そんな中、嬉しかったのは、「頑張ってるね！」とご近所の方が 

声をかけて下さり、朝顔の種をプレゼントしていただいたこと。 

早速はばたけの庭にみんなで大切に植え、水やりをしています。 

開所を戻した今も、送迎車は密や長時間の乗車を避けるよう座席 

やルートを変更し、給食は対面式での配食からお弁当箱での提供に変え、食べる場所も空間を

あけるなど、試行錯誤しながら対策を行っています。その分時間や人手も取られ、厳しい毎日

はしばらく続きますが、花の成長に季節を感じながら、みんなで乗り切っていきます！ 

（管理者 柴田信） 

 

 

不要不急の外出…まさに余暇を楽しむための利用が多いガイドヘルプ事業は大打撃。3 月は

キャンセルが相次ぎ、4 月以降は依頼の激減、緊急事態宣言が解除されてからも、密を避けて

の外出と予防策という難題が続きます。交通機関を使わない散策を中心に外出範囲を狭め、視

覚障害の方については自粛期間も通院や必需品のお買い物など生活に必要な派遣を続けまし

た。6 月からは少しずつ依頼も戻っていますが、自粛傾向は続いています。影響は大きく、収

入は一番依頼の少ない時で、例年の 2 割弱まで減りました。事業に対する救済措置も自治体に

より差があり、複数エリアの利用者を抱える事業所としては十分な救済にはなりません。 

また、大事な財産である人材（ヘルパー）が、収入の見込みがないことでこのまま離れてい

ってしまうのでは…という心配も事業所は抱えています。家にずっといるのが難しく、外で発

散が必要な利用者もいます。サポートが必要な障害のある人の生活にとって、ガイドヘルプは

欠かせないものです。少しでも生活の豊かさが取り戻せるように、それぞれの気持ちに寄り添

いながら、事業を継続していきたいと思います。          （管理者 鷹嘴綾） 

 

 

 

様々な基礎疾患をお持ちの方も多い高齢者の施設 

では、やはり細心の注意と感染拡大予防策を講じる 

必要があります。野ざきの家は、居宅支援の 3 本柱 

として日中の「通い」と「泊り」、「訪問」を行って 

います。ご自宅へお邪魔することになりますので、 

より感染予防の配慮も必要となります。利用者の中 

には、独居の方、ご家族と同居の方と個々に環境も 

違いますし、認知症の進行具合で伝え方やできる感染予防策も違ってきます。ご本人やご家庭

とも丁寧にやり取りをして状況を把握し、不安を取り除いていくことを大切にしています。 

野ざきの家は定員 20 名、通いも 1 日 10 名と小規模ですので細やかに対応できるのが強み

です。しかし今は、室内で過ごすことも多く、体力の低下や人と触れ合うことで得られる刺激

が少なくなることを懸念しています。でも、皆さんにとって、野ざきの家が変わらずここにあ

ることが何より大事ですので、引き続き気を引き締め頑張っていきます。（管理者 斎藤貴彦） 
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第三号第一様式

社会福祉法人おおぞら会 (単位:円)

流動資産 105,390,232 79,720,561 25,669,671 流動負債 30,989,001 27,968,375 3,020,626

現金預金 50,101,564 22,771,002 27,330,562 事業未払金 8,152,294 13,963,380 △ 5,811,086

事業未収金 51,218,187 53,448,572 △ 2,230,385 その他の未払金 8,000,000 0 8,000,000

未収補助金 430,000 215,000 215,000 １年以内返済予定設備資金借入金 4,620,000 4,620,000 0

商品・製品 844,210 365,223 478,987 １年以内返済予定長期運営資金借入金 4,800,000 4,800,000 0

仕掛品 191,725 334,326 △ 142,601 未払費用 518,907 636,793 △ 117,886

原材料 358,778 552,716 △ 193,938 預り金 493,577 443,739 49,838

立替金 212,635 192,886 19,749 職員預り金 3,101,923 2,819,263 282,660

前払費用 2,033,133 1,944,854 88,279 前受収益 979,200 685,200 294,000

徴収不能引当金 0 △ 104,018 104,018 未払消費税等 323,100 323,100

固定資産 427,386,369 435,004,141 △ 7,617,772 固定負債 72,863,000 82,283,000 △ 9,420,000

 基本財産 338,586,123 349,202,376 △ 10,616,253 設備資金借入金 58,863,000 63,483,000 △ 4,620,000

土地 166,983,843 166,983,843 0 長期運営資金借入金 14,000,000 18,800,000 △ 4,800,000

建物 171,602,280 182,218,533 △ 10,616,253 103,852,001 110,251,375 △ 6,399,374

 その他の固定資産 88,800,246 85,801,765 2,998,481

建物 35,105,270 37,752,754 △ 2,647,484 基本金 35,476,256 35,476,256 0

構築物 2,935,191 3,023,750 △ 88,559 第１号基本金 29,976,256 29,976,256 0

機械及び装置 1,007,551 1,686,248 △ 678,697 第３号基本金 5,500,000 5,500,000 0

車輌運搬具 2,999,109 4,285,513 △ 1,286,404 国庫補助金等特別積立金 246,527,880 259,769,061 △ 13,241,181

器具及び備品 3,228,223 3,296,871 △ 68,648 その他の積立金 8,435,043 435,039 8,000,004

権利 152,880 152,880 0 授産移行時特別積立金 435,043 435,039 4

ソフトウェア 0 102,600 △ 102,600 修繕積立金 8,000,000 8,000,000

投資有価証券 232,529 215,929 16,600 次期繰越活動増減差額 138,485,421 108,792,971 29,692,450

授産移行時特別積立預金 435,043 435,039 4 (うち当期活動増減差額) 37,692,454 25,140,661 12,551,793

修繕積立資産 8,000,000 8,000,000

差入保証金 34,097,650 34,097,650 0

長期前払費用 606,800 752,531 △ 145,731 428,924,600 404,473,327 24,451,273

532,776,601 514,724,702 18,051,899 532,776,601 514,724,702 18,051,899資産の部合計

負債の部合計

純資産の部

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

法人単位貸借対照表
令和 2年 3月31日現在

資産の部

当年度末 前年度末 増減

負債の部

当年度末 前年度末 増減

【2019 年度 法人会計報告】 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 1
9
7
7
年

1
2
月

3
日
第

3
種
郵
便
物
認
可
(
毎
月

1
8
回

1
･
2
･
3
･
5
･
6
･
7
の
日
発
行
)
2
0
2
0
年

7
月

1
7
日
発
行
通
巻

7
4
6
6
号
は
ば
た
け
だ
よ
り
Ｎ
Ｏ
.
1
4
1 

5 
 

第一号第一様式 第二号第一様式

社会福祉法人おおぞら会 (単位:円) 社会福祉法人おおぞら会 (単位:円)

介護保険事業収入 50,410,000 51,389,064 △ 979,064 介護保険事業収益 51,389,064 46,337,196 5,051,868

就労支援事業収入 8,670,000 7,303,832 1,366,168 就労支援事業収益 7,303,832 7,957,219 △ 653,387

障害福祉サービス等事業収入 303,633,000 306,607,245 △ 2,974,245 障害福祉サービス等事業収益 306,607,245 277,602,893 29,004,352

借入金利息補助金収入 730,000 660,466 69,534 経常経費寄附金収益 14,180,665 3,191,123 10,989,542

経常経費寄附金収入 15,470,000 14,180,665 1,289,335 サービス活動収益計(1) 379,480,806 335,088,431 44,392,375

受取利息配当金収入 60,000 653 59,347 人件費 267,476,319 248,343,979 19,132,340

その他の収入 2,870,000 2,732,241 137,759 事業費 23,748,075 23,066,264 681,811

事業活動収入計(1) 381,843,000 382,874,166 △ 1,031,166 事務費 38,345,190 36,227,082 2,118,108

人件費支出 271,605,000 267,476,319 4,128,681 就労支援事業費用 9,373,231 9,510,218 △ 136,987

事業費支出 26,180,000 23,748,075 2,431,925 減価償却費 17,695,018 17,685,816 9,202

事務費支出 42,741,000 38,345,190 4,395,810 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 14,474,715 △ 14,107,729 △ 366,986

就労支援事業支出 10,345,000 9,515,679 829,321 サービス活動費用計(2) 342,163,118 320,725,630 21,437,488

支払利息支出 1,170,000 1,123,444 46,556 37,317,688 14,362,801 22,954,887

その他の支出 2,650,000 1,669,300 980,700 借入金利息補助金収益 660,466 650,169 10,297

事業活動支出計(2) 354,691,000 341,878,007 12,812,993 受取利息配当金収益 653 545 108

27,152,000 40,996,159 △ 13,844,159 その他のサービス活動外収益 2,732,241 3,663,871 △ 931,630

施設整備等補助金収入 1,090,000 1,085,000 5,000 サービス活動外収益計(4) 3,393,360 4,314,585 △ 921,225

支払利息 1,123,444 863,108 260,336

施設整備等収入計(4) 1,090,000 1,085,000 5,000 その他のサービス活動外費用 1,669,300 2,522,067 △ 852,767

設備資金借入金元金償還支出 4,630,000 4,620,000 10,000 サービス活動外費用計(5) 2,792,744 3,385,175 △ 592,431

固定資産取得支出 2,170,000 2,206,373 △ 36,373 600,616 929,410 △ 328,794

施設整備等支出計(5) 6,800,000 6,826,373 △ 26,373 37,918,304 15,292,211 22,626,093

△ 5,710,000 △ 5,741,373 31,373 施設整備等補助金収益 1,085,000 3,335,000 △ 2,250,000

その他の活動による収入 139,140 △ 139,140 施設整備等寄附金収益 10,000,000 △ 10,000,000

固定資産受贈額 2,569,277 △ 2,569,277

その他の活動収入計(7) 0 139,140 △ 139,140 固定資産売却益 19,999 △ 19,999

長期運営資金借入金元金償還支出 4,800,000 4,800,000 0 その他の特別収益 88,575 14,829 73,746

投資有価証券取得支出 16,600 △ 16,600 特別収益計(8) 1,173,575 15,939,105 △ 14,765,530

積立資産支出 8,000,000 8,000,004 △ 4 国庫補助金等特別積立金積立額 1,233,534 5,932,811 △ 4,699,277

その他の活動による支出 10,000 174,743 △ 164,743 その他の特別損失 165,891 157,844 8,047

その他の活動支出計(8) 12,810,000 12,991,347 △ 181,347 特別費用計(9) 1,399,425 6,090,655 △ 4,691,230

△ 12,810,000 △ 12,852,207 42,207 △ 225,850 9,848,450 △ 10,074,300

予備費支出(10) ― 当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 37,692,454 25,140,661 12,551,793

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 8,632,000 22,402,579 △ 13,770,579 前期繰越活動増減差額(12) 108,792,971 83,652,310 25,140,661

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 146,485,425 108,792,971 37,692,454

前期末支払資金残高(12) 60,023,939 60,023,939 0 基本金取崩額(14)

当期末支払資金残高(11)+(12) 68,655,939 82,426,518 △ 13,770,579 その他の積立金取崩額(15)

その他の積立金積立額(16) 8,000,004 8,000,004
次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16) 138,485,421 108,792,971 29,692,450

繰

越

活

動

増

減

差

額

の

部

費
用

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

経常増減差額(7)=(3)+(6)

特
別
増
減
の
部

収
益

費
用

特別増減差額(10)=(8)-(9)
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施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

法人単位事業活動計算書
(自)平成31年 4月 1日(至)令和 2年 3月31日

勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)
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法人単位資金収支計算書
(自)平成31年 4月 1日(至)令和 2年 3月31日

勘定科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 備考

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

収
入

支
出
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マスク・消毒などのご寄付ありがとうございました！ 

 法人内の各施設へ、みなさまから感染拡大対策関連の備品のご寄付をいただいて 

おります。また、「おすそわけしマスクプロジェクト」様より 

たくさんのマスクをご寄付いただきました。各施設で大切に 

使わせていただきます。 
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★令和 2 年度 後援会総会中止のお知らせ★ 
この度の新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、後援会会員の皆様の健康と安全面を第一に考慮し、 

例年 5 月に開催しておりました後援会総会の開催を中止とさせていただきました。 
なお、総会で予定しておりました議事内容につきましては、次ページに掲載しております。会員の皆 

様におかれましては、ぜひご確認いただきますようよろしくお願いいたします。 
 平穏なこれまでの暮らしがいつ戻ってくるのかまったくわからないような状況に、世界中の人が困惑 
しております。障害のある方や介護が必要な高齢者の方にとっても、日常において普段以上に不便を感 
じる日々です。おおぞら会の各事業の利用者・ご家族さま、コロナ対応に従事する職員・関係者の皆様 
が一丸となってこの困難に対応していくことがますます求められます。 
  今後とも、後援会活動にお力添えをいただきますようよろしくお願いいたします。 

 
 
 
 

★後援会新規ご入会・ご更新（敬称略） 

個人 21 名の方々から、ご入会・ご更新の手続きをいただきました。ありがとうございました。 
 

 

★後援会へ寄附（敬称略） 
個人 4 名、団体 2 社（3 回）の方々から、後援会へご寄附をいただきました。ありがとうございました。 

 

 

★後援会経由  法人・各事業所へ寄附（敬称略） 

法人 1 社、個人 1 名の方々から、ご寄附をいただきました。ありがとうございました。 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以上、R1.12/1 ～ R2.6/30 集約分） 
皆様 ありがとうございました。 

社会福祉法人おおぞら会後援会  
会長 吉野 壽夫 

2019 年度事業報告 

2020年度事業計画 

＊後援会へのご入会・ご更新をお願いいたします＊ 

年会費 １口 個人…２０００円 団体…１００００円 

 

年会費は、お手数ですが直接お持ちいただくか、下記の口座にお振込みください。 

郵便口座 00160-0-39163 口座名義：社会福祉法人おおぞら会後援会 

 

 



2020年度　おおぞら会後援会　収支予算案 2020/7/1

単位：円

2019決算 2020予算 前年比 備考 2019決算 2020予算 前年比 備考

会費 1,129,000 1,030,000 91% 事務費 93,325 65,000 70%

個人 1,119,000 1,000,000 89% 旅費交通費 0 0

団体 10,000 30,000 300% 消耗・器具 354 5,000

印刷製本費 0 5,000 振込用紙印刷

寄付金 40,000 70,000 175% 会議費 64,993 10,000 15% 総会中止

個人 30,000 50,000 167% 通信運搬費 9,300 10,000 108% 会費領収書・礼状送料

団体 10,000 20,000 200% 手数料 18,678 30,000 161% 振込手数料

千人会 0 0 #DIV/0! 雑費 0 5,000
事業収入 0 0 事業支出 0 0

イベント 0 0 イベント 0
バザー・祭り 67,852 0 0% バザー・祭り 1,000 5,000 500%

はばたけ 0 0 経費 1,000 5,000 500% バザー等準備費用

社協バザー 67,852 0 0% 寄付金支出 1,000,000 1,000,000 100% 2020年度収益及び

ガレージ 0 0 法人へ 1,000,000 1,000,000 100% 前期繰越金から

あすは 0 0

時・野ざき 0 0 備考

雑収入 0 11,000

利息 0 1,000 ・法人への寄附予算額を1,000,000円としました。

その他 0 10,000

収入計 1,236,852 1,111,000 90% 支出計 1,094,325 1,070,000 75%

当期収支差額 142,527 41,000

前期繰越金 764,945 907,472 75%

次期繰越金額 907,472 948,472 75%

収入の部 支出の部

科目 科目

・コロナ禍で活動未定のため、最低限の収支を見込むものとしました。

2019 年度 社会福祉法人おおぞら会後援会 事業報告 

●活動 
5/25（土）後援会総会 活動報告・決算報告、次年度活動計画及び予算の承認、懇親会開催 
11/17（日）三鷹市社会福祉協議会主催福祉バザー 地域交流、収益の寄附 

※はばたけ秋祭りは台風の影響により中止となりました。 
●広報 

5 月・8 月・1 月に、はばたけだよりが発行され、後援会の記事が掲載されました 
入会・更新依頼、活動報告等（2,000 部郵送、法人ホームページへも原稿掲載） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2020 年度 社会福祉法人おおぞら会後援会 事業計画 
コロナ禍のため、例年と異なる形での提案となりますが、何卒ご了承下さい。 
●活動 

後援会総会は中止とさせていただきます。おおぞら会各事業所のイベント・バザー等も現在開 
催中止や未定のものが多いため、開催が確定次第、事業委員会にて参加の検討をいたします。 

●広報 
7 月・1 月、はばたけだより発行に合わせて、後援会の記事を掲載いたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●役員体制 

改選期でありましたが、現任の役員の皆様に引き続いて重任いただくよう提案いたします。 
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社会福祉法人おおぞら会 
・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｾﾝﾀｰはばたけ（生活介護事業）         三鷹市野崎 3-17-9   tel 0422-32-3234 

・工房時（就労移行事業･就労継続 B型）           三鷹市野崎 2-6-41     tel 0422-30-5571 

・野ざきの家（小規模多機能型居宅介護事業）         三鷹市野崎 2-6-41    tel 0422-30-5575 
・サポートネットあすは（移動支援[居宅介護]事業）     武蔵野市八幡町 1-6-1  tel 0422-36-5151 

・あすは Kids（放課後等デイサービス）           武蔵野市八幡町 1-6-1 tel 0422-36-5151 

・つなぐなかまの家・さくらハイツ・つむぎの家（共同生活援助） 

 

         

 

工房時の 
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  生うどんセット（2人前×3） 1,050円 

      ＊クール便での発送になります     クッキーギフトＢＯＸ（5袋） 1,250円 

                                   （13袋） 2,400円 

 

 そのほか、パウンドケーキなども配送可能です！商品のご案内は工房時のＨＰよりご覧ください！ 

 ご来店もしくは配送でのお渡しとなります。配送の場合、送料は別途かかります。 

代金は直接お持ちいただくか、お振込み(手数料はお客様負担)となります。ご注文の際にご確認 

ください。ギフト用以外でも、ご自宅用として個包装でのご注文もちろんＯＫです！ 

 

工房 時 (kouboutoki)   
  

ＴＥＬ：0422-30-5571 / FAX:0422-30-5572 
            oozorakai@mountain.ocn.ne.jp 

 
     

 

 

  

 

 

 

  tel 0422-26-1320 

 

 

4か月ぶりに美容室へ行った。不要不急…慎重に過ごしている間に伸びてしまった髪。周りを見てもみんな同じように伸びていた 

ので、きっと美容室も経営は大変だったことだろう。私の行きつけは、店主と従業員がひとりの小さな美容室。その分人件費などの 

マイナス分も最小限で踏ん張れたが、お客さんが来ない日も多く気持ち的に辛かったとのこと。私たちの職種とは違う危機感があっ 

ただろう。お互い人と接する仕事、がんばりましょうと励ましあい店を出た。髪と気持ちが少し軽やかになった。（いりくらあきこ） 

発行 障害者団体定期刊行物協会 〒157-0072東京都世田谷区祖師谷 3-1-17-102 〔頒価 50円〕 

企画･編集 社会福祉法人おおぞら会   編集責任者:入倉暁子  
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